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Abstract
As basic research for contributing to the determination of conformity with the Positive List (PL) system, chemical substances 

contained in plastic utensils, containers and packaging were comprehensively analyzed using GC-MS. Total of 131 standard 

substances of additives listed in the Japanese PL were analyzed to obtain information on mass spectra and retention index (RI). The 

ratio of calculated RI to library-registered RI showed a good agreement, being 1.0 for most substances. By comparing RI in addition 

plastic products made of polypropylene, polyethylene, polystyrene, and polyethylene terephthalate, which are widely used general-

and about half of them were the ones listed in PL. However, the other half were non-listed substances, and most of them were 

considered to be non-intentionally added substances (NIAS), which are degradation products, impurities, by-products, etc. of plastic 

and additives. 
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Ⅰ　緒言

合成樹脂は食品用の器具・容器包装の原材料として広
く用いられており、器具・容器包装の製造工程において
成形性や安定性、機能性を付加するために種々の化学物
質が使用されている。これらの化学物質が合成樹脂製の
器具・容器包装から食品に移行して健康被害を生じるこ
とがないように、食品衛生法において規格基準が設けら
れている。
器具・容器包装に係る規格基準は、原則として全ての
物質の使用を許可し、毒性が強い物質について材質含有
量や溶出量をリスト化したネガティブリスト制度による
ものであり、規制物質数は 30物質ほどである。一方、欧
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米や中国等の諸外国では原則として全ての物質の使用を
禁止し、安全性を評価した上で使用を認めた物質の使用
量や溶出量をリスト化したポジティブリスト（PL）制度
によるものであり、1000物質以上がリストアップされて
いる。ネガティブリスト制度による規制では、欧米等で
使用が禁止されている物質であっても個別の規格基準を
定めない限り直ちに規制することができず、規制が後手
にまわるおそれがあった。
そこで、わが国における合成樹脂製の器具・容器包装
の安全性をさらに高めるため、2018年 6月に改正食品衛
生法が公布され、2020年 6月に食品用器具・容器包装の
原材料である合成樹脂について PL 制度が導入、施行さ
れた。PLには基ポリマーおよび添加剤等が収載されてお 


